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教 材 ・ 教 具 一 覧教 材 ・ 教 具 一 覧教 材 ・ 教 具 一 覧教 材 ・ 教 具 一 覧

1 活動の流れを示す黒板に掲示1 活動の流れを示す黒板に掲示1 活動の流れを示す黒板に掲示1 活動の流れを示す黒板に掲示

したホワイトボードと赤矢印したホワイトボードと赤矢印したホワイトボードと赤矢印したホワイトボードと赤矢印

活動予定をいつでも視覚的に確認

できるようにして、授業への取組

を支援する。

２ 机上の状態を示したカード２ 机上の状態を示したカード２ 机上の状態を示したカード２ 机上の状態を示したカード

机上の整理・整とんの仕方を具

体的に知らせることで、学習環境

の整備を支援する。

３ 黒板周りの掲示物を隠すため３ 黒板周りの掲示物を隠すため３ 黒板周りの掲示物を隠すため３ 黒板周りの掲示物を隠すため

に貼った模造紙に貼った模造紙に貼った模造紙に貼った模造紙

視覚的な煩雑さや刺激物を遮断

し黒板への集中を支援する。

４ ノートの縦横の比率と同じ比で４ ノートの縦横の比率と同じ比で４ ノートの縦横の比率と同じ比で４ ノートの縦横の比率と同じ比で

作り、黒板に貼った〈視写枠〉作り、黒板に貼った〈視写枠〉作り、黒板に貼った〈視写枠〉作り、黒板に貼った〈視写枠〉

５ 補助線入り〈公式カード〉５ 補助線入り〈公式カード〉５ 補助線入り〈公式カード〉５ 補助線入り〈公式カード〉

不得意な認知を補助して、板書の

視写を支援する。

６ 板書の説明している箇所を６ 板書の説明している箇所を６ 板書の説明している箇所を６ 板書の説明している箇所を

目立たせるための注視枠目立たせるための注視枠目立たせるための注視枠目立たせるための注視枠

注視する箇所を、より焦点化し

て注意や集中を支援する。

５ 補助線入り〈公式カード〉５ 補助線入り〈公式カード〉５ 補助線入り〈公式カード〉５ 補助線入り〈公式カード〉

（拡大）（拡大）（拡大）（拡大）

視写するプリントにも同じ箇所に

補助線を入れて、視写を支援する。
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７ 継次処理の考え方を生かした練習７ 継次処理の考え方を生かした練習７ 継次処理の考え方を生かした練習７ 継次処理の考え方を生かした練習

問題の綴り問題の綴り問題の綴り問題の綴り

継時処理が得意であるという認知特性

を生かして、課題への取組を支援する。

８ 数字・数式付きヒント、発表カード８ 数字・数式付きヒント、発表カード８ 数字・数式付きヒント、発表カード８ 数字・数式付きヒント、発表カード

数字の扱いが得意であるという認知特

性を生かして、内容の理解を支援する。

９ 板書事項をノートに写すための手元９ 板書事項をノートに写すための手元９ 板書事項をノートに写すための手元９ 板書事項をノートに写すための手元

で で使う視写枠で で使う視写枠で で使う視写枠で で使う視写枠

不得意な認知を補助して、板書の視写を

支援する。

１０ 板書事項をノートに写すため手元１０ 板書事項をノートに写すため手元１０ 板書事項をノートに写すため手元１０ 板書事項をノートに写すため手元

で使う視写枠で使う視写枠で使う視写枠で使う視写枠

不得意な認知を補助して、板書の視写を

支援する。
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（一部現物が破損していたり、見づらいため、画像処理している部分があります）

教材・教具名 支援内容 Ａに対する有効性 など

視覚的に見やすくするこ説明のため黒板に貼った

とで、内容理解とともに注 内容については割愛１４ 教科書の図や表の拡大図

意集中を支援する。

コンピューターやデジタル

画像に慣れ親しんでいて、

得意であるという特性を生 内容については割愛１５ ICT機器を使った説明

かして、取組や内容理解を

支援する。

１３ 磁石付き面積図１３ 磁石付き面積図１３ 磁石付き面積図１３ 磁石付き面積図

特徴的な行動を生かして、不得意な

認知を補助し内容理解を支援する。,

１１ 板書事項をノートに写すため１１ 板書事項をノートに写すため１１ 板書事項をノートに写すため１１ 板書事項をノートに写すため

手元で使う視写枠（白）手元で使う視写枠（白）手元で使う視写枠（白）手元で使う視写枠（白）

不得意な認知を補助して、板書の

視写を支援する。

１２ 板書事項をノートに写すため１２ 板書事項をノートに写すため１２ 板書事項をノートに写すため１２ 板書事項をノートに写すため

手元で使う視写枠（オレンジ）手元で使う視写枠（オレンジ）手元で使う視写枠（オレンジ）手元で使う視写枠（オレンジ）

不得意な認知を補助して、板書の

視写を支援する。
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教材・教具名 支援内容 Ａに対する有効性 など

の説明内容の定着を支15

援する。 内容については割愛ICT機器を使った説明内容

1６ が書いてあるプリント

視覚的に量や大きさをと

らえることで、内容理解を

支援する。 内容については割愛1７ １㎡や１ｄｌなどの実物

特徴的な行動を生かして、プリントに正誤順に貼るた

授業への取組と内容理解を 内容については割愛18 めのカード

支援する。

不得意な認知を補助して、シールをトークンに使った

授業に対する取組を支援す 内容については割愛19 トークンエコノミー法

る。

学習内容を簡潔化して、内いつも同じ文型（文の始ま

容理解を支援する。 内容については割愛りや文の数など）で、具体的

な場面がイメージできるよう20

な内容にした問題文
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